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平成２７年度「民族共生の象徴となる空間」整備による 

白老町活性化推進会議 第２回理事会 議事録 

 

日 時 平成２７年８月２６日（水） 

場 所 白老町役場 第１委員会室 

出席者 会長、副会長３名、理事５名、町関係者及び事務局担当者１１名 

 

 

【報告】 

（事務局） 

○ 第２回目の理事会を開会する。 

（資料 1「まちづくり会社について」および「地方創生交付金について」に添って事務局より説明） 

（会長） 

○ ２件の報告事業について意見を伺う。 

（理事） 

○ 地方創生交付金の国の決定はいつか。 

（事務局） 

○ 11 月以降である。決定次第理事会で発表する。万一決定しなかった場合は別途予算化する。交付 

金が下りたら空き店舗対策や創業支援などの取組をすぐ開始する。 

 

【議事】 

（事務局） 

（資料 2「検討項目案」に添って事務局より説明） 

（会長） 

○ これについて意見を伺う。 

（ＪＴＢ総研） 

○ ヒアリングについては、その結果と理事会での議論を踏まえて再度ヒアリングを行うことも考え 

ている。 

（理事） 

○ 検討事項として活字になったので、課題が見えて来た。今後どこが推進部隊となって進めるかを 

決めないと、進んでゆかない。 

（理事） 

○ 現在の商工会では空き店舗の調査をする体制を整えることは難しい。そのためにコンサルも必要 

である。またまちづくり会社を作っても人材の確保が重要である。ある程度のボリュームはコンサ 

ルに委託するのが早いのではないか。現状の課題整理の中で、まちづくり会社のあるべき姿が見え 

て来たのではないか。 
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（ＪＴＢ総研） 

○ まちづくり会社については理事会での議論がもっと必要である。マンパワーの問題はあるが、ど 

の分野にウエイトをおいて行くかについて理事会で検討する必要がある。 

（事務局） 

○ まちづくり会社のイメージは、観光、交流、駐車場の経営などの施設管理、人材育成、企画など 

多岐にわたるが、やはり地域おこし協力隊など外部の人材を活用する必要がある。 

 

（事務局） 

○ 検討事項について、優先順位を決めていただきたい。 

（理事） 

○ 町としてのスケジュールを先に出すべきではないか。 

 

（ＪＴＢ総研） 

○ 今受けている事業でいえば、今年度中に推進プランを策定するという流れになっている。あとは、 

すぐに取組めるものは、早く着手するという考えになると思う。 

（事務局） 

○ 今年度中に、今後５年の取組についての推進プランを策定する。ただし、空き店舗対策などすぐ 

にでも着手できる事業は、交付金が付き次第着手する。今日の議論では、検討課題の優先順位を決 

めていただきたい。 

○ 商店街活性化については今年度取り組みたい。温泉については、第一段階として既存施設の再開 

交渉を行うべきと考える。JR駅については、まず国や道への要望を提出する必要がある。住宅につ 

いては、まず現状把握を行う必要がある。 

  

（理事） 

○ 事務局の考えとしても、役割分担とか優先順位についての考えがあると思う。コンサルタント的 

なことはできないと思うが、事務局の考えを示すと良い。これらの項目はみな取り組んで行かなく 

てはならない項目である。 

（理事） 

○ いつまでに実行に移すか、どれがすぐ着手できるのか、仕分けして早く取り組む必要があると思 

う。 

（事務局） 

○ それらについては整理させていただく。今日の段階では、この項目で良いのか、また留意すべき 

点などについてご意見をいただきたい。 

（理事） 

○ まちづくり会社はその他の事項ではなく検討事項に加えるべきと思う。このテーマは重要事項で 

ある。 
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（会長） 

○ 今日皆さんから出された意見は持ち帰って、商工会や観光協会に個別に相談して形にして行きた 

い。では 2つ目の協議事項について事務局より説明をお願いする。 

 

（資料 3に添って建設課より説明） 

（会長） 

○ 道路昇格というのはかなり難しいため、用途の変更という申請に方向性を変えたということであ 

る。 

 

（会長） 

○ その他の連絡事項をお願いする。 

（事務局） 

○ 次回は今日の議論を踏まえて進捗状況を報告することになる。 

（会長） 

○ 今後も理事の皆様と情報共有を図ってゆきたい。 

 

（事務局） 

○ 第２回理事会を終了する。 















活性化推進会議 理事会の検討項目案 

 

町の活性化を推進するための重要となる項目について、町としての方向性を示して理事

会で検討し、民間活動の促進と役割分担により推進するための項目を示す。 

 

【検討項目（案）】 

理  事  会 行 政 内 部 

１ 温泉(宿泊)施設の建設・運営について 

(1)温泉(宿泊)施設の管理・運営者 (1)建設者、管理運営者（民間・公社・行政） 

(2)適正な経営規模とコスト計算 (2)経営シミュレーション（委託） 

(3)日帰り・休憩・食事・宿泊等の施設機能 (3)宿泊施設の必要性（個人、団体、リゾート） 

(4)既存施設の再開・活用 (4)交渉者（民間、行政、引受先） 

２ 駐車場の整備・運営について 

(1)駐車場の管理・運営者 (1)建設者、管理運営者（公設民営） 

(2)適正な整備規模とコスト計算 (2)経営シミュレーション（委託） 

(3)臨時駐車場の確保 (3)町有地等の確保 

(4)駐車場へのアクセス道路整備 (4)町道か道道か。国による整備か。 

３ 既存商店街（大町・東町商店街等）の活性化について 

(1)空き店舗対策の推進（確保） (1)空き店舗対策方針 

(2)空き店舗の活用（アイヌ・芸術・販売・飲食） (2)空き店舗入居者の募集制度 

(3)空き店舗創業等の支援 (3)支援策 

４ 駅及び駅北（新規商店街等）の整備について 

(1)駅の機能（改築・複合）や特急停車 (1)ＪＲ要望・交渉 

(2)駅北地区整備（アイヌ・販売・飲食・お土産） (2)整備計画（整備手法） 

(3)駐車場や回遊ルート（動線）整備 (3)配置計画（動線） 

５ 住宅対策について 

(1)国立施設の関係職員の住宅（建設） (1)民間賃貸住宅の確保 

(2)創業者・新規事業者等の住宅 (2)空き家の活用（空き家バンク制度） 

(3)国立施設の建設業者の住宅 (3)旅館、空き家の活用（確保） 

６ ソフト事業の推進について 

(1)象徴空間の町内外へのＰＲ（宣伝・誘客） (1)ＰＲツール制作、情報発信事業 

(2)多文化共生社会（マイノリティ）の推進 (2)調査研究、取組プログラム 

(3)教育・人材育成の推進（地元学、グローバル人材） (3)ふるさと学習、郷土資料、外部人材活用 

７ その他 

 (1)白老振興公社のあり方 

 (2)町有地・公社名義の土地のあり方 

 (3)ポロト公園線の道道変更（整備） 

 (4)ポント沼の取得 

 

資料２ 








